
美
藝
圃
巳
哉
．
此
本
奮
藏
山
城
鳴
瀧
常
樂
院
、
今
　
　
貴
，
在
諏
ハ
鳥
箒
擁
経
義
、
未
得
票
夫
錦
繍
珠
玉
。
僅

瞬
紀
伊
断
宮
東
君
有
．
頃
者
借
書
影
印
数
部
。
以

餉
岡
好
，
及
還
之
、
叉
爲
銀
考
語
。
以
明
此
本
之
可

喜
人
識
者
、
同
列
言
論
焉
。

考
　
古
　
學
　
の

栞
（
第
入
回
）

文
學
博
士
　
濱

田

耕

作

（
附
録
）
主
要
蓼
漕
書

　
考
古
學
研
究
法
を
論
究
し
だ
る
著
書
は
、
西
洋
に
於
い

て
も
奨
の
数
多
か
ら
す
、
今
諸
富
恒
等
に
現
ら
れ
忙
る
も

の
を
除
き
、
成
書
と
し
て
出
版
せ
ら
れ
π
る
書
籍
の
主
な

る
も
の
を
墨
げ
て
左
に
導
電
な
る
解
題
を
試
み
ん
Q
其
の

各
國
考
古
學
、
各
分
科
考
古
學
に
關
す
る
も
の
に
於
い
て

も
、
序
読
等
に
概
論
一
部
分
多
少
な
き
に
秘
す
と
雄
も
、

第
四
號
　
　
難
　
纂
　
　
考
宵
學
の
栞

こ
れ
亦
π
煩
を
厭
ひ
て
之
を
播
げ
す
。
π
や
二
三
先
史
考

古
學
一
般
及
び
考
古
學
的
螢
見
史
に
關
す
る
も
の
を
附
載

せ
り
○

↓
箒
ぎ
昏
§
α
》
冨
匂
・
ば
・
≧
。
冨
。
号
撃
9
乏

（　
国
ご
号
諺
㌘
艮
の
．
（
ど
9
回
α
。
詳
お
○
い
）
ペ
ト
ソ
ー
氏

　
「
考
古
學
の
研
究
法
と
其
の
目
的
」
全
一
蒲

　
本
書
は
皇
運
の
最
も
屡
々
引
用
せ
る
駈
に
し
て
、
著
者

　
は
倫
敦
ユ
雛
ヅ
ア
シ
チ
ー
、
カ
レ
ツ
ヂ
大
膝
の
埃
及
學

轄
用
四
購
脚
　
　
　
一
一
…
一
　
　
　
（
ン
五
一
）

吻



第
四
巻
　
　
雑
纂
　
　
考
吉
畢
の
栞

敷
授
に
し
て
、
多
年
埃
及
の
登
掘
に
從
事
し
、
方
今
世

界
の
斯
學
者
中
の
泰
斗
な
り
。
敷
授
は
は
し
め
英
國
の

考
古
學
を
も
研
究
し
、
挨
及
の
外
パ
レ
ス
タ
イ
ン
地
方

の
登
呂
に
も
携
ゆ
、
著
書
頗
る
多
し
。
本
書
は
考
古
學

的
籔
掘
及
調
査
の
實
際
的
方
法
の
指
導
と
し
て
、
適
切

な
る
こ
と
其
の
右
に
出
る
も
の
無
く
、
悉
く
著
書
多
年

の
纒
駿
よ
り
出
で
濁
創
的
舜
子
器
も
多
し
。
た
や
考
古

學
の
意
義
其
他
理
論
に
關
す
る
部
分
甚
だ
少
な
き
は
、

英
國
學
風
の
然
ら
し
む
る
所
な
る
も
、
聯
か
憾
な
き
能

は
す
。
其
の
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ス
ク
リ
ミ
ネ
　
シ
ヨ
ン

　
一
、
磯
掘
者
　
　
二
、
県
別

　
三
、
人
夫
　
　

四
、
作
業
の
配
備

　
五
、
野
珊
に
於
け
る
記
録
法

　
　
　
コ
ピ
　
イ
ン
グ

　
山
群
、
甜
桜
蝦
謀
法
　
　
　
　
　
レ
～
、
寓
繊
具
法

　
八
、
遺
物
の
保
存
法
　
九
、
荷
造
法

　
十
、
出
　
版
　
　
　
　
士
、
組
織
的
考
古
學

　
＋
二
、
考
古
學
的
景
域
　
＋
三
、
考
古
學
の
道
徳

慨
叩
】
四
門
勲
脳
　
　
　
一
一
回
二
　
　
　
（
山
ハ
五
一
一
）

　
の
諸
章
よ
り
成
り
、
著
嚢
專
門
の
埃
及
考
古
學
の
方
面

　
よ
ウ
例
謹
を
引
く
こ
と
多
き
も
、
一
般
考
古
學
者
に
も

適
切
な
る
は
云
ふ
を
須
み
す
。

⇒
ド
．
・
陰
σ
・
δ
特
羨
く
跨
・
看
2
ヨ
鑑
δ
曾
も
鍵
類
噛

　
d
ω
○
鼠
舞
．
（
一
》
餌
「
貰
6
態
）
デ
オ
ン
ナ
氏

　
「
考
古
學
の
寄
値
と
其
の
研
究
法
」
全
三
冊

　
著
者
は
書
士
の
學
者
に
し
で
、
其
の
論
逃
す
る
所
主
と

　
し
て
希
臓
羅
馬
の
考
古
學
に
係
る
と
錐
も
、
美
術
の
標

　
式
に
間
す
る
理
論
等
に
於
い
て
は
、
其
の
議
論
大
に
見

　
る
旧
き
も
の
あ
り
○
第
一
雁
は
考
古
學
研
究
法
を
蓮
べ
、

　
先
づ
考
古
學
の
意
義
よ
り
一
般
肚
會
の
誤
解
等
を
暴
げ

　
次
に
斯
學
の
獲
生
に
及
び
、
其
れ
よ
参
從
來
の
研
究
誌

　
に
關
す
る
諸
種
の
誤
謬
、
美
術
の
流
涙
等
を
論
せ
り
Q

　
第
二
珊
は
美
術
の
法
羅
を
詳
論
し
、
第
三
器
は
美
術
的

　
リ
ズ
ム

　
韻
律
を
希
臓
美
術
に
よ
り
て
例
澄
せ
り
。
要
す
る
に
本

　
書
は
形
式
様
式
殊
に
膿
蓮
せ
る
美
術
的
作
品
の
様
式
論

　
に
於
い
て
墾
考
す
難
き
も
の
多
し
と
な
す
。



ヨ
H
し
・
。
・
§
ざ
。
『
§
ゴ
塗
。
洛
翁
L
窪
g
房
。
伸

（　
一
2
ま
隣
Q
。
鋤
。
即
霧
『
轡
＾
一
。
属
◎
お
磐
．
（
娼
釦
”
，
一
向
”
　
囲
O
O
α
）

　
、
花
ル
ガ
ン
氏
「
考
古
學
の
目
的
と
其
の
方
法
」
全
一
冊

　
モ
〃
ガ
ン
氏
、
は
西
墨
黒
埃
及
の
腱
掘
に
大
事
業
を
な
せ

　
る
現
代
の
大
家
な
う
Q
本
書
は
其
の
親
し
く
経
験
せ
る

　
所
に
よ
り
て
、
磯
掘
の
方
法
注
意
を
説
け
る
識
に
好
い

　
て
、
ペ
ト
リ
ー
氏
の
著
と
共
に
頗
る
尊
重
す
可
き
も
の

　
あ
う
○
だ
華
字
の
如
く
詳
細
親
切
な
ら
ざ
る
や
の
戚
あ

　
る
を
免
れ
す
。
其
の
理
論
的
に
亘
ら
ざ
る
瓢
も
亦
だ
ぺ

　
氏
に
相
似
セ
リ
。
其
の
各
草
章
は
次
の
如
し
〇

　
　
一
、
澹
古
意
と
歴
史
二
、
探
御
す
尽
き
地
方
に
樹

　
　
す
る
準
備
的
智
織
　
三
、
考
古
學
的
豆
科
の
各
種
類

　
　
四
、
登
掘
作
業
　
五
、
古
代
都
市
の
登
掘
　
六
、
寺

　
　
院
及
宮
殿
遽
鮭
の
登
掘
　
七
、
墓
地
の
機
掘
　
八
、

　
　
古
代
鑛
山
門
石
切
場
九
、
古
代
の
交
通
路
　
十
、

　
　
遺
物
の
蓮
搬
保
存
　
十
吋
、
研
究
結
果
の
出
版

鋤
圃
一
．
．
謬
挫
ぎ
＆
．
．
邑
δ
・
・
筈
蕊
§
冥
。
ζ
留
日
。
亘

（　
　
　
第
四
巻
　
　
擁
㎎
　
筑
駅
　
　
考
古
學
の
灘
階

　
℃
①
触
Ω
●
鵠
碁
瓢
嵩
（
菊
0
8
2
目
O
固
い
）
ボ
ン
ニ
氏
「
考
古
畢

　
的
登
掘
の
方
法
」
全
一
冊
…

　
こ
は
美
術
報
告
書
（
｝
W
Q
一
一
〇
↓
圃
謬
O
　
“
悔
餌
醜
酔
O
）
第
七
年
第
一
號

　
及
第
二
號
に
出
で
π
る
者
の
抜
刷
な
り
。
ボ
ン
三
博
士

　
は
羅
馬
フ
ォ
ル
ム
及
バ
ラ
チ
ノ
の
機
掘
家
と
し
て
知
ら

れ
、
伊
太
利
に
於
け
る
斯
學
の
泰
斗
な
り
。
吾
人
は
本

　
書
に
よ
り
て
伊
太
利
學
者
の
登
掘
方
法
と
、
遣
物
保
存

　
法
に
就
き
て
知
る
を
得
響
く
、
其
の
建
築
的
遽
跡
の
取

　
扱
と
、
美
衛
的
思
想
を
量
じ
セ
る
顯
等
セ
特
に
注
意
す

　
漏
し
。

動
蛍
⇔
農
・
垂
円
費
餐
唱
鼠
。
量
二
嵩
○
膏
簿
舞
鳥
囲
罷

（　
図
解
δ
一
）
繋
。
葺
○
・
寓
○
喜
色
貯
。
。
・
（
も
。
け
a
＾
ぎ
一
5
6
0
い
）
國
．

　
O
…
o
客
。
夢
＆
ρ
モ
ン
タ
フ
ウ
ス
氏
「
東
方
及
欧
洲
の
古

　
文
化
代
諸
期
」
第
一
…
棚
「
研
究
方
法
論
」
モ
ン
プ
ジ
ジ
ス

　
氏
は
瑞
典
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
學
に
於
け
る
斯
・
學
の
由
泰

　
墨
描
り
○
氏
は
本
書
に
於
い
て
、
古
代
東
方
及
欧
洲
に

　
於
け
る
石
器
時
代
以
降
青
銅
器
鐵
器
蒔
代
の
研
究
に
先

第
四
癬
脚
　
　
　
一
二
三
　
　
　
（
点
ハ
五
三
）



第
向
山
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

　
ち
、
其
の
方
法
を
違
べ
、
相
甥
的
年
代
絶
霊
的
年
代
よ

　
　
チ
ブ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ポ
ロ
ギ
　

　
う
型
式
論
に
及
び
、
其
の
型
式
學
を
論
じ
て
、
俳
太
利

　
古
代
の
留
針
、
土
器
青
銅
器
及
び
瀧
華
墨
等
を
學
げ
て

　
之
を
例
面
し
π
る
は
、
考
古
學
研
究
法
上
最
も
聴
く
可

　
き
議
論
の
一
な
b
と
す
。

却
》
諺
§
H
。
σ
q
劃
く
2
戸
以
・
・
蓼
（
G
。
導
毎
を
お

（　
O
O
窪
。
プ
2
ご
㍉
℃
N
㍉
）
ケ
ツ
プ
民
「
考
古
學
ム
エ
三
懸
…
」

　
濁
逸
ミ
ユ
ン
う
グ
〃
大
學
敷
授
ケ
ツ
プ
氏
の
著
に
し
て

　
序
論
．
逡
物
の
駿
見
、
遺
物
の
詑
違
、
蔓
物
の
解
朋
、

　
遣
物
の
時
代
決
定
の
諸
章
よ
り
成
う
、
考
古
鳳
†
全
毅
の

　
概
念
と
研
究
法
を
明
に
せ
る
織
に
於
い
て
、
好
箇
の
数

　
本
な
り
。
陀
や
其
の
主
と
す
る
灰
は
希
騰
羅
馬
考
古
畢

　
に
し
て
、
引
用
の
諸
徳
も
殆
ど
皆
な
是
に
限
ら
れ
π
る

　
は
、
考
古
學
を
更
に
本
義
に
解
せ
ん
と
す
る
吾
人
の
所

　
見
と
相
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
見
る
。

匂
；
三
囲
亘
巽
≧
。
｝
・
§
冨
剛
ρ
§
題
同
w
・
一
影

（　
（
諸
〔
ご
優
長
こ
お
蔀
）
ブ
ル
レ
氏
「
考
古
學
綜
覧
」
一
ノ
一

第
四
號
　
　
　
ご
一
門
　
　
（
六
五
閥
）

本
書
は
猫
逸
ウ
ユ
川
ツ
ブ
ル
グ
大
學
於
け
る
に
考
古
學

敷
金
ブ
川
レ
氏
が
二
十
蝕
名
の
斯
學
の
諸
大
家
と
共
飼

編
著
せ
ん
と
せ
る
考
古
學
綜
覧
と
も
名
く
早
き
大
著
の

一
部
な
う
○
…
墜
早
薬
蹴
と
共
に
莫
の
績
柵
の
畿
行
と
聞

か
ざ
る
は
逡
憾
な
6
ゐ
若
し
本
書
に
し
て
完
成
せ
ら
れ

ん
か
、
恐
く
は
一
部
の
書
燈
に
営
め
だ
る
考
古
引
書
と

し
て
、
最
も
便
利
な
る
も
の
π
る
を
失
は
ざ
り
し
な
る

虚
し
。
余
等
は
職
胤
終
結
と
共
に
、
其
の
績
篇
の
逐
疏

刊
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
已
ま
す
G
其
の
第
刷

懸
の
昌
次
を
黎
ぐ
れ
ば
次
の
無
し
。

ん
　
考
舎
愚
㍗
の
本
質
と
研
究
方
法
（
ブ
ル
レ
氏
）

　
一
、
名
恥
　
二
、
定
義
　
三
、
研
究
法
　
四
、
考
古

　
學
の
目
的
　
五
、
爾
係
諸
學
と
の
…
關
係

R
　
考
古
學
史
（
ザ
ウ
エ
μ
氏
）

　
一
、
文
藝
復
興
期
に
至
る
研
究
二
、
バ
買
ヅ
ク
期

　
一
二
、
ウ
イ
ン
ケ
川
マ
ン
以
煎
恥
　
隅
［
、
ウ
オ
・
ン
ケ
戸
マ

　
ン
　
五
、
シ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
と
同
蒔
代
諸
家
及
其
の



　
　
．
後
置
…
者
　
六
、
科
學
的
考
古
學
の
磯
逡
　
七
、
新
氣

　
　
蓮
　
八
、
現
在
の
考
古
學

　
C
　
古
代
遣
物
の
撃
滅
・
と
再
現
（
ウ
ィ
ガ
ン
ド
氏
）
一
、

　
　
壊
滅
　
二
、
偶
然
の
望
見
　
三
配
物
の
科
學
的
探
索

　
　
四
、
科
學
的
探
索
の
方
法
　
五
、
保
存
及
聚
集
　
六

　
　
　
、
遺
物
の
科
學
的
記
載
複
製
等
及
七
、
遣
物
の
保

　
　
存
法

　
に
し
て
、
第
一
箭
の
牢
部
を
議
せ
り
。
第
二
概
は
古
代

　
美
術
史
、
第
三
羅
は
様
式
手
法
等
の
理
論
を
説
く
の
豫

　
定
な
り
し
が
如
し
○
本
書
は
ケ
ツ
プ
氏
の
著
と
詞
じ
く

　
主
と
し
て
希
縢
羅
馬
の
美
術
考
古
學
に
偏
せ
る
は
、
濁

　
富
盛
派
の
常
と
し
て
巳
む
を
得
ざ
る
所
な
る
の
み
な
ら

　
す
、
編
纂
の
精
到
は
見
る
可
き
も
、
創
脚
見
的
分
子
の
少

　
な
き
を
其
の
㎜
弊
と
な
す
○

濁
竃
婁
色
畠
、
弩
瓢
号
σ
q
閂
ρ
鷺
翻
叶
・
三
ρ
3
8
三
ρ
琴

　
　
。
お
琶
♀
§
髭
凶
蓉
も
9
こ
●
0
8
8
琿
8
（
℃
鼠
の
導
ぢ
○
。
。
）

　
一
プ
シ
ユ
レ
ツ
ト
氏
「
考
あ
百
｛
墜
・
難
い
本
」
全
二
憲
瞬
門
冊
附

第
四
巻
　
　
難
　
纂
　
　
考
古
畢
の
栞

　
ヂ
シ
ユ
レ
ツ
ト
氏
は
佛
蘭
西
質
ア
ン
ヌ
博
物
館
長
に
し

　
て
、
今
次
の
欧
洲
需
要
に
際
し
て
職
死
せ
る
人
な
り
。

　
本
書
は
先
史
、
ヶ
〃
ト
及
ガ
ウ
川
羅
馬
時
代
等
特
に
佛

　
國
を
中
心
と
せ
る
各
時
代
の
考
古
學
を
簡
潔
に
叙
蓮
せ

　
る
も
の
に
し
て
、
此
種
著
書
中
の
翠
眉
な
う
。
就
中
第

　
一
憲
は
先
史
時
代
を
記
し
、
曽
頭
先
史
考
古
學
の
定
義

　
及
び
研
究
法
を
論
じ
だ
る
部
分
は
要
領
を
盤
せ
り
○
以

　
下
蝋
石
芸
無
代
、
薪
石
器
時
代
に
及
び
、
第
二
憲
以
下

　
青
銅
器
時
代
以
降
の
こ
と
を
記
難
し
π
る
が
、
考
君
學

　
一
般
殊
に
先
芯
考
古
學
を
研
め
ん
と
す
る
も
の
玉
必
護

　
に
値
す
る
は
諸
導
者
の
一
致
す
る
所
な
り
Q

㈹
》
径
・
。
身
琶
》
蓉
・
a
・
σ
・
ざ
。
。
§
量
・
量
・
・
－

　
離
塁
も
象
け
＆
牙
U
・
ρ
鵠
。
囎
『
け
罫
（
9
巳
。
巳
盲
回
。
。
＄
）

　
ホ
ガ
ー
ス
氏
編
「
古
典
と
考
古
學
」
全
一
箭

　
本
書
の
編
者
は
首
魚
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
ア
シ
ユ
モ

　
レ
ァ
ン
博
物
館
長
希
臓
考
古
學
の
大
家
に
し
て
希
臓
羅

　
馬
の
古
典
及
聖
書
等
の
交
獄
と
考
古
學
的
遽
跡
還
物
と

第
四
號
　
叫
二
五
　
（
六
五
五
）



　
　
　
第
鰹
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
書
撃
の
栞

　
の
關
係
に
就
き
そ
の
ド
ラ
イ
ヅ
ア
ー
、
ア
ー
ネ
ス
ト
、
ガ

　
ー
ド
ナ
ー
、
グ
リ
フ
ィ
ス
、
ハ
ー
ヅ
ア
ー
フ
ヒ
ー
声
ド
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
ヘ
ッ
ド
ラ
ム
、
及
点
炭
自
幽
身
の
諸
論
文
を
集
め
だ
る
も

　
の
に
し
て
、
文
献
と
考
古
綾
羅
資
料
の
言
言
を
知
る
の

　
上
に
於
い
て
有
望
な
る
の
み
な
ら
す
、
ホ
ガ
…
ス
氏
の

　
筆
に
成
る
序
論
に
は
、
考
古
學
の
意
義
解
輝
を
論
じ
、

　
頗
る
要
領
を
得
護
る
も
の
あ
る
を
喜
ぶ
饗
し
Q

∂
　
ギ
蚤
ω
坤
。
無
目
ヨ
β
ぴ
罵
ぎ
益
≧
。
冨
蔓
．
（
ピ
9
益
・
ご
℃

（　
お
占
）
エ
ー
ブ
ジ
ー
卿
「
史
前
の
時
代
」
全
｝
冊
…

　
エ
ー
ブ
ソ
ー
卿
は
卸
ち
奮
の
ラ
ボ
ツ
ク
氏
な
り
○
本
書

．
は
氏
の
薔
著
を
近
く
増
冒
せ
る
も
の
に
し
て
、
石
器
時

　
代
よ
り
青
銅
器
蒔
代
…
衝
鐡
…
器
蒔
代
に
証
す
る
一
般
の
知

　
識
を
供
給
し
、
叉
陀
現
代
野
盤
人
と
の
比
較
を
試
み
托

　
る
黙
に
於
い
て
、
英
國
人
類
吉
書
考
古
學
涙
の
一
古
典

　
と
云
ふ
も
不
可
な
し
。
先
史
考
古
學
の
研
究
家
の
先
づ

，
之
を
纒
い
て
、
他
の
諸
書
に
亙
る
響
き
は
．
タ
イ
ラ
ー

　
氏
の
「
人
類
學
」
と
一
調
繋
り
と
云
ふ
点
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　
第
隔
四
號
　
　
　
一
一
工
ハ
　
　
（
山
ハ
五
六
）

⇒
q
騰
㎎
・
・
。
7
㎞
舞
・
口
§
℃
9
。
・
b
く
9
副
ψ
屋
＝
。
・
．
（
し
，
冨
脇
・
・
－

（　
ぴ
錘
鱒
ぢ
Q
い
）
ミ
ュ
ラ
ー
氏
「
欧
洲
原
史
」
全
一
柵

　
著
者
は
丁
諸
悪
の
碩
學
に
し
て
、
本
書
は
厭
洲
を
中
心

　
と
せ
る
奮
石
器
時
代
以
降
青
銅
器
、
鐵
器
時
代
に
就
き

　
て
簡
明
な
る
論
進
を
試
み
、
希
臓
伊
太
利
の
古
代
交
化

　
と
の
關
…
係
を
明
に
せ
り
。
北
蹴
考
古
學
と
希
臓
考
古
學

　
と
の
連
絡
匙
を
意
見
し
、
三
蔵
の
考
古
學
を
建
設
せ
ん

　
と
試
み
π
る
を
認
む
可
く
、
之
を
エ
ー
ブ
フ
ー
卿
の
前

　
著
と
比
較
す
れ
ば
、
蘇
に
寸
々
あ
る
を
畳
ゆ
Q

コ
q
お
。
均
・
。
野
桝
誘
α
g
竃
。
戸
毯
夢
。
ぎ
く
g
二
丁
。
興
跡
鼻

（　
（
Q
O
勲
ヨ
ヨ
瓢
§
⑳
Q
。
①
。
。
O
冨
P
お
O
い
）
へ
〃
ネ
ス
氏
「
人
類

　
原
史
」
全
一
柵
　
　
　
　
　
、

　
著
者
は
聖
心
ウ
イ
ン
大
學
の
激
授
に
し
て
、
数
年
前
物

　
故
せ
る
先
議
考
右
學
の
大
野
な
り
◎
本
書
は
人
類
の
一
目

　
然
界
に
選
る
位
澄
よ
り
、
入
類
文
化
の
諸
現
象
、
人
類
の

　
初
冠
、
石
器
蒔
代
、
湖
上
住
居
、
金
騰
隠
代
等
を
軍
明

　
に
叙
蓮
し
、
特
に
金
鵬
の
畿
見
傳
播
に
訳
し
て
意
を
用



　
み
て
論
及
せ
り
Q
更
に
本
書
を
大
き
く
し
、
詳
細
に
以

　
上
の
諸
問
題
を
研
究
し
陀
る
は
、
同
氏
の

劃
蜜
茸
垂
ロ
Q
お
。
ω
g
…
舞
。
g
・
罫
…
。
ぎ
ピ
＜
・
笥

（
　
ζ
・
｝
山
O
Φ
コ
ρ
〇
四
・
（
ぐ
く
一
①
P
＝
・
口
「
出
℃
N
一
〇
9
博
図
り
○
○
）
ヘ
ル
、
不
ス

　
氏
「
人
類
原
史
し
全
二
冊

　
な
り
。
第
一
章
は
人
類
の
自
然
史
に
し
て
、
騰
質
人
類

　
學
の
登
逮
史
、
人
種
の
趨
源
登
達
と
騰
質
人
類
學
の
大

　
要
、
入
類
と
他
動
物
と
の
比
較
、
人
類
の
古
さ
及
故
郷
、

　
第
四
記
人
類
．
等
を
述
べ
、
第
二
章
は
文
化
の
原
吏
に

　
し
て
先
史
の
古
學
及
自
然
民
族
の
人
種
學
の
登
達
、
文

　
化
の
基
礎
、
住
居
、
火
、
武
器
器
具
衣
服
装
飾
等
を
述

　
べ
、
最
後
に
國
家
道
徳
法
律
交
通
商
業
、
言
語
文
學
美

　
術
宗
敷
及
學
算
盤
の
諸
現
象
を
論
じ
過
り
。
璽
な
る
記

　
載
以
上
に
理
論
的
考
察
を
試
み
、
人
類
學
的
心
理
學
融

　
會
學
的
力
面
よ
り
の
観
察
あ
る
を
喜
ぶ
可
く
、
此
種
の

　
智
識
を
一
部
の
書
に
よ
う
て
獲
得
せ
ん
と
欲
す
る
も
の

　
の
好
参
考
書
な
り
O

第
四
懸
　
　
雑
　
…
麟
　
　
考
古
攣
の
栞

ワ西
窟
。
鍵
。
ぎ
o
o
一
〇
賦
邑
闘
§
国
馨
畠
。
ざ
欝
幽
霊
脅
ω
謬
2
腎

（　
N
①
ぎ
沖
g
冒
回
三
ε
巳
。
塊
斤
2
＜
§
》
6
諸
同
9
器
静
●
（
ぴ
。
言

　
N
一
σ
q
L
℃
O
O
）
同
上
枯
骨
》
9
二
一
蔓
。
h
》
轟
声
8
一
薦
㍗

　
6
巴
d
一
。
・
8
〈
。
誉
ω
●
（
β
○
巳
9
こ
お
。
。
。
）
ミ
ハ
エ
ジ
ス
氏

「
第
十
九
世
紀
考
古
學
登
見
史
」
全
一
冊

　
著
者
は
数
年
前
物
故
せ
る
濁
逸
に
於
け
る
希
羅
湾
古
學

　
の
大
家
に
し
て
、
本
書
は
先
づ
第
十
九
…
世
紀
…
以
前
の
考

　
古
置
上
の
機
智
を
賂
叙
し
、
次
で
奈
予
選
時
代
に
及
び
、

　
希
臓
、
エ
ト
ル
ソ
ヤ
、
東
方
諸
國
に
於
け
る
著
名
な
る

　
登
見
を
異
し
、
更
に
軽
量
の
都
市
宗
添
附
都
曾
を
述
べ

　
先
兜
及
び
耳
翼
の
史
前
に
及
び
、
一
．
八
七
〇
年
以
後
希

　
臓
僻
太
利
器
東
方
諸
國
に
於
け
る
登
見
を
暴
げ
、
最
後

　
に
畿
見
及
科
學
の
一
章
を
設
け
だ
り
。
考
古
學
畿
見
史

　
は
本
書
を
早
き
て
、
未
だ
他
に
良
書
を
見
ざ
る
の
み
な

　
ら
す
、
希
羅
馬
古
里
を
中
・
心
と
せ
る
も
他
の
諸
國
に
も

　
及
び
且
つ
機
式
論
及
び
文
献
と
考
古
學
と
の
關
係
に
就

　
き
て
の
駈
論
は
最
も
聴
く
に
足
る
○
本
書
の
英
鐸
は
ガ

第
四
山
號
　
　
　
一
二
七
　
　
　
（
志
ハ
五
・
七
）



第
鴎
巻
雑
纂
飯
岡
義
齋

ー
ド
ー
ナ
ー
敷
授
の
序
文
あ
り
、
原
著
を
堰
補
し
、
且

つ
爲
眞
版
を
加
へ
π
れ
ば
、
却
っ
て
利
便
を
加
…
ふ
。

飯

岡

義

齋

第
四
號
　
　
M
二
八
　
　
（
六
五
八
）

亮
更
考
吉
學
其
他
各
囲
考
古
學
に
蘭
す
る
滲
考
書
の
解
題
に
、
瓦
に
機
を

得
て
之
存
忌
む
る
可
く
「
考
古
墨
の
栞
し
に
一
先
づ
乗
稿
熊
以
て
大
尾
と

な
す
。
（
濱
田
）

文
學
博
士
　
高
　
瀬
　
武
　
家
　
郎

　
　
　
　
　
　
飯
岡
芯
篠
醗

　
飯
周
と
云
ふ
姓
に
つ
き
て
は
『
大
臼
ホ
人
名
欝
書
』
に

噴
イ
ヒ
ヲ
カ
し
と
し
、
木
崎
氏
の
『
頼
寓
陽
と
其
羅
』
に
「
イ

ノ
ヲ
カ
」
と
假
名
を
附
せ
り
。
次
に
飯
周
と
も
叉
篠
田
と

も
爾
姓
を
用
ひ
π
る
は
春
水
の
作
れ
る
義
齋
の
墓
誌
銘
の

中
に
此
家
の
嫁
先
に
飯
周
を
姓
と
し
π
る
人
も
篠
田
を
姓

と
し
た
る
人
も
あ
れ
ば
爾
姓
を
叢
々
用
ひ
π
ら
ん
か
。
義

齋
の
親
戚
に
篠
田
鼻
溝
と
云
ふ
人
あ
り
。
即
ち
之
を
梅
麗

女
史
の
甥
と
爲
す
○
斯
か
る
理
歯
に
て
時
に
は
篠
田
徳
姜

と
塾
し
元
る
も
の
を
見
る
な
り
○
適
う
て
飯
岡
義
齋
と
篠

田
徳
安
と
を
術
人
と
見
る
嚢
な
き
に
非
す
、
注
意
す
べ
し

　
　
島
　
虚
士
飯
岡
．
澹
当
選
生
墓
銘
　
（
頼
春
水
作
〉

　
先
生
姓
は
源
、
誰
は
孝
欽
、
字
は
徳
安
、
別
號
は
澹
寧
、

飯
零
雨
齋
を
以
て
行
は
る
○
其
先
は
佐
々
木
義
實
よ
り
出
　

づ
。
義
實
の
別
子
を
飯
岡
義
政
と
日
ふ
○
先
生
七
世
の
認

な
り
○
曾
腿
閑
徳
は
大
阪
に
住
し
、
轡
を
以
て
生
を
駕
し
．

篠
田
氏
を
羅
す
。
㍊
は
忠
釜
、
考
は
忠
慕
、
批
は
南
氏
。
先

髭
貰
う
儒
を
業
と
し
て
徒
に
授
一
。
初
め
＋
蝕
歳
に
し
て

悟
侍
を
亡
ひ
、
自
ら
幼
弟
を
撫
育
す
。
籔
苦
の
状
は
言
ふ

べ
か
ら
ざ
る
渚
あ
り
、
二
十
歳
に
し
て
鈴
木
貞
齋
に
從
う

て
游
ぶ
。
駈
込
は
共
の
謹
篤
を
愛
し
、
提
講
尤
も
厚
し


